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スピノザ Spinoza,Baruch de 1632～1677 
 
オランダのアムステルダム生まれの哲学者。輸出入業を営んでいた父ミカエルはポルトガルから亡命

して来たユダヤ人の子孫であり、有力者の一人であった。西欧思想に興味を寄せたスピノザは、スコラ

哲学、ストア哲学と遍歴するうちに、自由思想家ファン・デン・エンデンの強い影響を受け、数学やデ

カルト思想などに傾倒した。 

彼は、人間の本質は思惟にあり、人間にとって自己の思惟を完成することが真に自己を維持する道で

あると考えた。また、「神に酔える哲学者」と評された彼は、全てのものの原因となるようなもの(究極

原因)を神と名づけ、「神すなわち自然」であるとする汎神論的一元論を唱えた。 

彼の思想と言動は、後に無神論者としてユダヤ教から破門され故郷を追われる一因となった。晩年は、

習い覚えたレンズ磨きでささやかな生計を立て、思索の日々を送ったが、44 歳の若さで世を去った。 
 

Great Books 25 エティカ(倫理学) (Ethica ordine geometrico demonstrata) 
 
『エティカ』はスピノザの全思索を傾けた主著であり、十数年をかけて 1675 年に完成したが、生前

は出版には至らなかった。死後、スピノザの遺言で無著者名で出版されたが、これはスピノザが自著を

誰もが自明とする真理の体系であるとし、そうした書物には著者名は不必要だと考えたからである。 

本書の内容は、形至上学・心理学・認識論・感情論・倫理学を含んだ思想を体系化し、「幾何学的方

法」によって論理的な「証明」を行ったもので、当時の哲学書としては独自なものであった。 

本書の中で、スピノザは、人間の精神的な活動は「認識」であるとしている。彼は、その「認識」を

感性的認識(感覚や欲望に基づく)・理性的認識(概念や推理に基づく)・直観的認識(物の本質をとらえ

神との合一にいたる)の三つであると考えた。そして人間は、三番目の直観的認識によって、万物を「永

遠の相のもとに」みることで、神との合一を自覚することが大切であるとしたが、それを実践するこ
とは極めて困難であるとも述べている。 

『エティカ』は、いっさいの感情や想像力を拒否した禁欲的で厳密な思惟の所産である。ここで用い

られた方法(幾何学的方法)は極めて数学的であり、古代から厳密な学問的方法の模範とされたエウクレ

イデスの「数学原論」の方法を、哲学に利用したものであった。哲学の革新を志した 17 世紀の哲学者、

とくに合理主義・理性主義者たちはこぞってこの方法を導入したが、これを徹底し完全なものにしたの

が、スピノザなのである。 

 

 
 
Key Ｗord  神への知的愛 

定理 27 この第３種の認識から、存在しうる精神の最高の満足が生じてくる。 

証明 精神の最高の徳は、神を認識することである、あるいはものを第３種の認識によって認識すること

である。そしてこの徳は、精神がこの認識によってものを認識することが多ければ多いほど、それだけ大き

くなる。かくてものをこの種の認識する人は、人間の最高の完全性に到達する。したがって最高の喜びを感

ずる。しかもそれは、みずからの観念とその徳の観念をともなった喜びである。したがって、この種の認識

から存在しうる最高の満足が生ずる。かくてこの定理は証明された。 

定理 30 われわれの精神は、自分自身や身体を永遠の相のもとで認識するかぎり、神を必然的に認識し、

また自分が神のうちにあり、神によって考えられることを知る。 

証明 永遠とは、必然的な存在をふくむかぎりの神の本質そのものである。それゆえ、ものを永遠の相の

もとで考えることは、ものを神の本質によって実在的な存在として考えるかぎりにおいてか、それとも神の

本質によってみずからのうちに存在をふくむかぎりのものを考えることである。したがって、われわれの精

神は、自分自身と身体を永遠の相のもとで考えるかぎり、神を必然的に認識し云々。かくてこの定理は証明

された。 

定理 33 第３種の認識から生ずる神への知的愛は、永遠である。 

証明 なぜなら第３種の認識は、永遠である。したがってそれから生ずる愛もまた必然的に永遠である。

かくてこの定理は証明された。 
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注解 この神への愛にははじまりがないけれども、それは前定理の系の中で仮定したように、さながらい

ま生まれてきたかのように愛のあらゆる完全性をそなえている。だが、ここにただ一つ相違がある。それは

いまわれわれが精神に帰せられていると仮定した完全性を、精神が永遠にそなえており、しかも永遠の原因

としての神の観念をともなっているということである。もし喜びがより大きな完全性への移行にあるとすれ

ば、至福とはじつに精神が完全性そのものを所有することでなければならない。 

＜工藤喜作，斉藤博(訳)『世界の名著 25 スピノザ・ライプニッツ』 中央公論社＞ 
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